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　SoC（system on a chip）の消費電力の課題には，大きく分けてダイナミック・パ

ワーに関するものとリーク・パワーに関するものがある。今回のEDSFair 2010で初出

展のデンマークTeklatech A/Sが見せた「FloorDirector」は，前者のダイナミック・

パワーに焦点を合わせている。具体的には，ダイナミック・パワーのピーク（ピーク・パ

ワー）の最適化に着目をしたツールである。

　一般に，ダイナミック・パワーの削減には，クロック・ゲーティングや電源遮断，多電源電圧

など，特別な論理・回路を追加する手法を用いることが多い。一方FloorDirectorは，論理や

回路の変更なしに，レイアウト設計の初期のステージ，すなわち，論理合成後のネットリスト

の段階で，ピーク・パワーの削減を図っている点に特徴がある。

　具体的には，機能モジュールごとにピーク電流を分析した上で，クロック・ツリー・シンセシス

（CTS）において，タイミング・マージンの範囲内で各機能ブロック間のクロック・タイミングの分

散調整を図ることにより，ピーク値を低減させることを狙っている。なお実際のCTSは，後工

程のツールが実施する。

　同社によれば，FloorDirectorを使って電流のピークを分散させることで，ダイナミックなIRドロップやEMIなどを軽減することができ，

デカプリング容量の挿入量の削減や，電源配線量の削減が可能になる。その結果，チップ面積削減や歩留まり向上も期待できるとのこ

とだった。
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